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研究成果の概要（和文）：世界シェイクスピア超言語上演（Translingual Performance of Shakespeare 
Worldwide)の意義と可能性の解明に取り組んだ。世界的にもまだ新しく、特に日本では遅れている超言語実践
（translingual practice)研究の立場から、世界各地で行われているシェイクスピア上演について、その意義と
可能性を理論と実践の両面からある程度まで解明することができた。３年間で、世界シェイクスピア超言語上演
研究に資する貴重な実例を見出すと同時に、今後の世界シェイクスピアをとおした超言語上演の理論と実践に有
意義な提言を行うことができた。

研究成果の概要（英文）：This study tried to elucidate "Translingual Performance of Shakespeare 
Worldwide: Challenges and Possibilities." Although the research of translingual practice is still 
unfamiliar in Japan, this study was able to clarify, to some extent, the challenges and 
possibilities of translingual performances of Shakespeare plays in the world. In three years, this 
study found valuable examples that contributed to Shakespeare translingual performances worldwide, 
and it also was able to make effective proposals for the theory and practice of translingual 
performances for future world Shakespeare.

研究分野：シェイクスピア研究
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

 
１．研究開始当初の背景 

本研究は、特に、平成 23－25 年度の科研研

究「世界シェイクスピア上演をとおした異文

化理解教育」の発展を目指した。 

 
(1) 国内・国外の研究動向及び位置づけ 
演劇・パフォーマンスの分野ではインター
カルテュアリズム(interculturalism)の立場から
の理論と実践に関して、その可能性と課題に
ついて実験的上演と批判的研究が行われてき
た。しかし、超言語実践の立場からの研究は
ほぼ皆無であると言ってよく、本研究が実質
的に先駆となった。シェイクスピア演劇をと
おした超言語実践研究は新しい分野の開拓に
挑むものであり、それを日本の研究者が中心
となって研究し、その成果を国際的に発信し
ていくことの意義は大きい。 
①≪超言語上演の意義と動向≫ Suresh  

Canagarajah, Translingual Practice:Global  
Englishes and Cosmopolitan Relations(London 
and New York: Routledge, 2013)が指摘した
ように、超言語(translingual)という術語は、言
語教育におけるパラダイム転換となる二つの
主要概念を強調する。第一に、コミュニケー
ションは個々の言語を超えて実践されるとい
うこと。第二に、コミュニケーションは言葉
を超えて実践され、多様な記号論的リソース
や環境的アフォーダンスに関わるということ。
多言語主義の場合、概して、複数言語の共存
が強調され、言語間の動的相互作用が重視さ
れていなかった。超言語実践研究が注目する
のは、言語間の接触であり、私たちが生きて
いる超言語的現実である。超言語上演研究で
は、超言語的現実を舞台に再現表象するだけ
ではなく、私たちが通常は意識していない深
い現実の表象・創造・出現が要請・期待され
る。 
②≪世界シェイクスピア上演の意義と動向
≫ 世界シェイクスピア会議が、1971年の第
１回から、世界各地の上演に注目し、今日で
は“World Shakespeares”という研究領域が定
着し、特に欧米とアジアの研究者が研究を推
進している。また東アジアの研究チームが、
欧米中心主義の是正を目指して、2010年から
A|S|I|A (Asian Shakespeare Intercultural Archi
ve）で英語・中国語・日本語・韓国語の字幕
付でアジアの上演の録画の保存・公開を行っ
ている。またデータ分析・公開の取組みにも
着手した。シェイクスピア上演の「本場」と
されるイギリスでも今日では、世界各地の劇
団、演出家、俳優等を招聘している。2016年
に開催された第10回世界シェイクスピア会
議（開催地：連合王国ストラットフォードと

ロンドン）のために、本研究の代表者は、イ
スラム圏と東欧のシェイクスピア研究と上
演研究者の参加を含めたパネル・デッカッシ
ョンを計画した。 
 
（２）着想にいたった経緯（従来の研究成果
をふまえ） 
本研究を着想した直接の要因は三つあっ
った。第一に、平成23－25年度の科研の3年
目に予定していた国際シンポジウムが、日本
政府の尖閣列島国有化宣言により中国で発
生した激烈な反日運動の影響のために、平成
24年10月に北京で開催予定であった日中共
同公演『リア王』の中止という全く不測の事
態により、実現不能になったために、今回は
研究題目を最新化し、国際学会の開催を実現
させたいという強い思いがあった。第二に、
平成24年度にロンドン・オリンピックと同時
開催されたシェイクスピア・オリンピックの
一環であるグローブ座のGlobe to Globe 201
2（シェイクスピアの37作品を世界各地から
招聘した劇団が37言語で上演）という行事
（の一部）を現地調査し、空前絶後の多言
語・多文化上演に大きな衝撃を受けたことで
ある。第三に、科研の成果としてまとめた『文
化と文化をつなぐ：シェイクスピアから現代
アジア演劇まで』（筑波大学出版会、2012年
9月）の第六章で論じた鈴木忠志演出四カ国
語版演出『リア王』を代表として世界各地で
行われている多言語上演に関して、超言語実
践という概念を導入することにより、新たな
意義と可能性を見出せると認識したことで
ある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、世界シェイクピア超言語
上演(Translingual Performance of Shakespeare
 Worldwide)の意義と可能性を解明すること
であった。世界的にもまだ新しく、特に日本
では遅れている超言語実践（translingual  
practice）研究の立場から、世界各地で行われ
ているシェイクスピア上演について、その意
義と可能性を理論と実践の両面から解明する。
本研究の具体的目的は、３年間で、世界シェ
イクスピア超言語上演研究に資する多様な実
例を見出すと同時に、今後の世界シェイクス
ピアをとおした超言語上演の理論と実践に有
意義な提言を行うことであった。 
 
３．研究の方法 
主要な方法は、超言語上演に資する国内外

のシェイクスピア上演の実地調査、国内外の

関連学会への参加と研究者との意見交換、イ

ンターネットを含めた情報収集、映像資料分



析、文献調査、３年目に計画した第 10 回世

界シェイクスピア会議におけるパネル・ディ

スカッション「世界シェイクスピア超言語上

演」の開催であった。 
 
４．研究成果 
（１）平成 26年度の研究成果 
 平成 26年 4月 19日、日本シェイクスピア
協会・日本英文学会共催シェイクスピア祭で
招聘公演「シェイクスピアの面白さ：超言語
的想像力、超言語的実践に注目すると」を行
い、本研究課題の意義と可能性を紹介した。 
 6 月 10－14 日にパリに出張し、オン・ケ

ン・セン演出の Lear Dreamingの上演調査を

実施した。 
 8 月、ロンドンに出張し、グローブ座を中
心として、シェイクスピア作品の上演の調査
と研究を行った。 
 10月 11日、第 53回日本シェイクスピア学
会のセミナー１：Shakespeare Performance 
Worldwide: From Multilingual to Translingual 
Performanceのコーディネイターを務めた。ア
メリカ、ポーランド、インドからの 3名の著
名な研究者を招聘し、海外でも活躍している
3 名の日本人研究者を含めて、本研究課題に
関するセミナーを英語で行った。 
 10月 26日から 11月 14日まで、平成 26年
度日本学術振興会外国人招へい事業（短期）
に採択され、カリフォルニア大学アーヴァイ
ン（総長）教授ブライアン・レノルズ氏を招
へいした。演劇理論家、シェイクスピア研究
者であるレノルズ教授に講義、ワークショッ
プ等を実施していただき、またシンポジウム
と一部の実地調査を共同で行い、本研究課題
を発展させることに資した。 
 11 月 8 日、国際シンポジウムを開催した。
題目：Transversal Poetics from Shakespeare 
Theater to Contemporary Performing Arts and 
Film. 会場：筑波大学。レノルズ教授をメイ
ン・スピーカーとして、演劇研究者と映画研
究者が集まり、英語でシンポジウムを実施し
た。横断の詩学という最先端の演劇・パフォ
ーマンスの理論を我が国に紹介する機会と
なっただけでなく、本研究課題を発展させる
ために大きな刺激となった。 
 
（２）平成 27年度の研究成果 
 4 月にインドの国際学会で蜷川幸雄演出歌

舞伎版『十二夜』に関する発表を行い、研究

課題の成果を公表することができた。 

 6 月に国際英語正教授学会 (International 

Association of University Professors of 

English：IAUPE)に、ポーランドと日本の推薦

者 2名の協力を得て入会し、国際的に著名な

研究者と交流する機会の増加を図った。平成

28年7月末に開催される学会のシェイクスピ

ア部門で日本の上演について発表すること

になった。 

 8 月はロンドンと SCOT Summer Festival 

(利賀)で上演研究を実施した。アメリカ、ポ

ーランド、レバノン等の研究者と連携して、

第 10 回世界シェイクスピア会議（World 

Shakespeare Congress）のパネルの準備を推進

し応募した。遺憾ながら、応募数が非常に多

く不採択であった。善後策として、本研究に

資するセミナー、“King Lear and its Versions”

に応募し、すぐ採用された。平成 27年度は、

シンガポールの演出家オン・ケン・セン演出

Lear Dreaming に関する発表論文の執筆準備

を進めた。特に、超言語実践を構成する記号

論的リソースと生態的（環境的）アフォーダ

ンスの後者の重要性を痛感した。日本の英語

圏文学研究では演劇研究の分野でも、いまだ

にテクスト分析が主流であり、欧米で台頭し

ている scenography(装置、音楽、照明、衣装、

コンピュータ・グラフィックス等を含めた舞

台芸術のデザイン)への認知心理学、脳科学、

現代思想等をとりいれた研究が著しく「遅れ

ている」ことに気がついた。そのため、生態

学的アフォーダンスの分析を重視した論文

の執筆を進めた。 
 項目を分担執筆した The Cambridge Guide to 
the Worlds of Shakespeare, 2 vols. (2016)が出版
された。 
 
（３）平成 28年度の研究成果 
 7月 25－29日に開催された IAUPEの国際
学会（3年毎に開催、平成 28年度開催校：ロ
ンドン大学）のシェイクスピア部門で口頭発
表を行い、7月 31日‐8月 6日に開催された
第 10回世界シェイクスピア会議（10th World 
Shakespeare Congress, 5年毎に開催、平成 28
年開催地：連合王国ストラットフォード・ア
ポン・エイヴォンとロンドン）の『リア王』
の翻案に関するセミナー（Leaders: Michael 
Neill, Abigail Robinson-Woodall, David 
Schalkwyk）にメンバーとして参加し、超言語
実践の観点から有効なシェイクスピア上演
のあり方についてその時点で最善の総括を



行うと共に認知学的アプローチの必要性に
ついても言及した。2 つの国際学会における
発表論文は、それぞれアメリカとチェコの学
術雑誌に掲載された。 
 出版が遅れていたMulticultural Shakespeare 
(出版国・ポーランド)が出版され、論文が公
開された。 
 本研究課題「世界シェイクスピア超言語上
演の意義と可能性」の遂行中に執筆した論文
を中心とする論文集を平成 29 年度中に出版
する準備を進めている。 
 平成 29 年 1 月 7 日に開催された早稲田シ
ェイクスピア・フェス、シンポジウム「アジ
アのシェイクスピア―シェイクスピア受容
の多様性」において基調講演「アジア・シェ
イクスピアの上演・研究の現在―シェイクス
ピアのアジア、アジアのシェイクスピア」を
行った。超言語上演の意義だけでなく、本研
究を進める過程で認識するにいたった認知
学的アプローチ、ディジタル・ヒューマニテ
ィーズ、今後の人文学研究のあり方などへの
発展的な提言を行った。 
 
（４）3年間の成果の総括 
 本研究の主要な成果としては、以下の３点
をあげることができる。 
 
①英語論文 5本、英語口頭発表 5本、日本語
口頭発表 5 本、英語図書（分担執筆）1 本、
日本語図書（分担執筆）1本。合計 17本。 
 
②海外調査・学会出張（連合王国３回、フラ
ンス共和国 1 回、インド共和国 1 回）、国内
出張（富山県、静岡県）による実地調査。 
 （注）自費等による出張を含む。 
 
③英語のホームページの維持 
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